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半田市立半田病院の看護師の盗難被害（車上狙い）

に係る個人情報の流出について

  令和元年１１月８日（金）、半田市立半田病院に勤務する看護師（６Ａ病棟・女性・

４１歳）が車上狙いにより、入院患者の個人情報が記載された書類が入ったバッグごと盗難さ

れる被害に遭いました。

 本件の経過等については、以下のとおりです。

【経 過】

１１月８日（金）

 １８：３０頃 病院での勤務を終え、市内飲食店（浜田町）で同僚と待ち合わせて食事。

        車は店舗の駐車場に停めて施錠をした。バックは後部座席に置いた。

 ２３：３５頃 食事を済ませ、車に戻って発車したところ、後席のガラス破片が落ちる音を

確認した。車を停めて、車の後部を確認したところ、窓ガラスが割れており、

後部座席に置いたバックがなくなっていることに気づいた。車上狙いに遭っ

たと判断、即、半田警察署に電話連絡をする。

 ２３：５０頃 上司へ盗難の被害報告を行い、入院患者の個人情報も合わせて紛失したこと

を報告。

 ２３：５５頃 警察による現場検証後、盗難の被害届を提出する。

１１月１１日（月）情報が流出した患者へ連絡をとり、経緯の報告及び漏洩のお詫びを行う。 

１１月１２日（火）現在、未だバッグは見つかっていない。

【漏洩した患者情報】

  今回、盗難に遭ったバッグに入っていた個人情報は、

・６Ａ病棟マップ（１１月８日付けの入院患者名と病室の分かる表：３１名分）

・６Ａ病棟グループワークシート（１１月５日、６日に入院していた患者情報１３名分：

氏名、年齢、病室、主治医、測定（病状）、看護処置、出棟内容、食事が記載された表）で

す。該当看護師は、印刷した個人情報の書類に、病棟での打ち合わせ内容をメモしており、

会議録作成のために自宅へ持ち帰ろうとしたものです。

  患者の個人情報の院外への持ち出しについては固く禁じておりましたが、徹底できておら

ず、このような事態を招いてしまい深くお詫び申し上げます。

  本件にて、個人情報が流出した患者の方々には、お詫びいたしますとともに、今後、二度

とこのようなことのないよう個人情報の取り扱いについて、再度、厳しく指導してまいりま

す。

【裏面】

  グループワークシートの見本




